
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

古都保存に関する自治体や
市民団体等の意見等について

資料６



自治体へのアンケート結果

照会先 神奈川県、滋賀県、奈良県、京都市（県は県内の古都指定都市の意見を踏まえて回答）
回答期間 平成２７年１１月２４日～１２月１５日（１１月～１月にかけて各地で意見交換を実施）

回答（概要）

（歴史的風土保存区域について）

○ 歴史的風土保存区域については、現時点では変更の必要はない

（歴史的風土保存計画について）

○ 「歴史的風土保存区域内における行為の規制その他歴史的風土の維持保存に関する事項」において、

・太陽光パネルの設置に係る記載

・斜面地の間伐・除伐の必要性に係る記載

・地域住民だけでなく国民や企業等からのマンパワーと財源の協力に関する記載

が必要との意見があった

古都指定都市等を対象に歴史的風土保存区域および保存計画についてアンケートを実施
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古都保存に資する活動を行う団体へのアンケート結果

活動参加者を増やすために必要な工夫・改善点に関する主な意見
（ソフト面）
○ 広報を充実させることについての意見が多数あった（３団体共通）
・定期的な市報への掲載など、広報の活発化をさせてはどうか
・公民館へのポスターの掲示、回覧板、SNS、メールなど、多様な手法を用いたらどうか
・地域住民向け、観光客向け、学校向け、企業向けなど、幅広く広報をしたらどうか

○活動の場所・曜日について、多様化を図ることについての意見が多数あった（奈良、鎌倉）

（ハード面）

○ 現場に水道、電気があると参加者およびイベント参加者への各種サービスが可能（奈良）
○ 活動拠点（事務所、倉庫、水道、トイレ）の整備が必要（奈良）
○ 水道、トイレ設備の充実が必要（鎌倉）

（公財）鎌倉風致保存会／鎌倉市
（S39発足／会員数約450人）

奈良・人と自然の会／奈良市
（H13発足／会員数約150人）

上賀茂自治会／京都市
（H26活動開始）

樹木伐採の様子植樹の様子 史跡地の草刈りの様子

歴史的風土特別保存地区において古都保存に資する活動を行う属性の異なる３団体の
会員を対象に、活動参加者を増やすために必要な工夫・改善点についてアンケートを実施
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古都保存に資する活動を行う企業等へのアンケート結果

活動参加者を増やすために必要な工夫・改善点に関する主な意見

○ボランティア活動への参加について
・鎌倉の緑地保全のために、一緒になって市民全体の活動になるよう盛り上げていきたい
・協働をより深められるように連携していきたい
・歴史ある鎌倉の遺跡の保存に協力できることは光栄
・企業としての参加のため、活動を広く知っていただくために活動協力についての告知が必要
例えば、寄付と同様に、ボランティア参加した企業についても会の広報誌への記載等

○その他
・個人の技量に応じて参画できる自由度の高い、幅広い活動の場所・内容の提供が必要であり、
そのためには、指導する（世話する）人材も必要
・子どもからお年寄りまでが参加できるような活動の企画がしたい

（公財）鎌倉風致保存会が開催する「みどりのボランティア」に参加する企業・団体に対して、
活動を増やすために必要な工夫・改善点についてアンケートを実施

企業によるボランティア参加の様子
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